
記口幻冗字聾〕包均戸冠）
おと

弦楽器は、どのようにして音を出すのでしょうか。
もくざい かみ

ここでは、木材をベースにナイロンテグスと紙コップを
もち

用いてバイオリンを作ります。
たけ たばげん ゆみつく

また、竹ひこでナイロンテグスを束ねて弦とした弓を作

ります。
かんせい かみ えんそう おと

完成した紙コップバイオリンを演奏して、音のしくみを

科年してみましょう。

1編 バイオリン鬱ベースの作成

(1) 角材に図 lのような寸法で印を付け、

ましょう。

のこぎりで切り

「―-------

｛材料

: ・ 角材 ・ナイロンテグス

: • 木綿糸 ・紙コップ

： ・ヒートン（丸型• 開口型）

： ・つまようじ 。松ヤニ

｛ ・木工用ボンド ・セロハンテープ

1 ・布テープ ・竹ひご

［道具

： ．のこぎり ・千枚通し

： ・カッターナイフ ・紙ヤスリ
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(2札重奥員）

(2) 切り取った角材を、図 2のように木工用ボンドと布テープで組み立て、

しておきます。

(2弦の場合、開口型ヒートンは 2cmほど離し、前後にずらして取り付けましょう。）

角材

ヒートンを図の位置に仮止め

図 1
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2. バイオリン本体の作成 木綽糸

(1) 紙コップの下部に対角になるよう穴を 2か所あけ、木

テク`ヌ、

図3
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綿糸を通した後、 1本にまとめておぎます。また、紙コップの底に 2cmほど離して穴をあけ、ナイロン

テグスを通し、折ったつまようじの頭の部分に結びつけておぎます。（図 3・4)

(2) 木綿糸は、バイオリン・ベースの丸型ヒートンに

しばりつけて固定します。ナイロンテグスは、開口

ヒートンに数回巻ぎ付けた後、しばりつけて
三 r←ーベ＇ ］丁――:;;,.(断面）

‘‘‘ 母 →
します。（図 5)

このとき開 ヒートンは、弦の張力を調整でき

木綿糸 ',, 

~ 
',,,,_w テク‘ス

図4
るようにゆとりをもたせて取り付けます。

図5

3. 弓の作成

(1) 竹ひごを 2本束ねて、セロハンテープで数か所固定します。その際、竹ひごの両端は 5mm位あけてセ

ロハンテープを巻くようにします。

(2) 2本の竹ひごの間を利用し、竹ひごの一喘にナイロンテグスを数回巻き付けた後、弓の弦が10本ほど

になるよう、折り返しナイロンテグスを張ります。（図 6・7)

州ケびこ‘‘

セロテーフ°
テク,,ス

図6

テク‘` スの 5玄

図7

(1) 弓の弦で、バイオリン本体の弦をこすってみます。あれ……？音がでないよ。

何か、忘れてないかな。

(2) 弓の弦に、松ヤニをよくぬります。今度は、どうかな。

(3) 本体の弦の張力を変えたり、いろいろ工夫しながら、いい るように練習しましょう。
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